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この度の町制施行30周年記念誌の発刊を心

から慶祝申上げると共にこの編纂の大役に御

努力下さった方々に対して深甚なる敬意を表

します。

さて私共高齢者の活動舞台である老人クラ

ブ (長寿会)の 誕生由来については、皆様既

に御承知の如 く、戦後における民法の改正に

よる家族制度の崩壊は高齢者の将来に暗い影

をなげかけました。更に昭和35年頃からの経

済界の高度成長に端を発した者者の農村郷土

の離脱と人日の都市集中は、独居老人家族の

増加や公害問題を生み、他面産児制限と、医

学の発達は高齢者の寿命の延長を補い、高齢

者社会現出の高率化を促す等、これ等悪循環

現象は、高齢者の将来に不安を与え、社会的

大問題に発展するやに思われました。姦に政

府は老人福祉対策の一環として昭和38年に老

人福祉法を制定しました。この法律は、老人

に対するサービス法と云えるでしょう。更に

政府は都市町村等の自治体を通して老人クラ

荒 牧 町 長 寿 会

代)

ブ活動を奨励しました。果せるかな昭和39年

頃をピークに、老人クラブ活動は膨張して全

国的に拡が りました。この時に当り我が荒牧

町におきましても時流にllM応し、早速現在も

なお元気で、長寿会の顧問或は監査として御

活躍下さっております、関口金次郎、高橋重

太郎両氏を中心に都丸健男氏、関日沢吉氏等

が相携えて会員の理想的な生き方を求めて昭

和39年 3月吉日遂に荒牧町老人クラブを結成

し荒牧町長寿会と命名し、初代会長に関口金

次郎氏を初代副会長に高橋重太郎氏を推挙し

雄躍と荒牧長寿会の活動が開始され、その行

跡は連綿と今日に到 りました。

ここに町制施行30周年を迎えるに当り、町

当局の有意義な記念事業に対し、商万座の賛

意を表し、不備ながら我が長寿会の過ぎし20

年の軌跡を回顧しこれを略述申し上げた次第

でございます。

荒 牧 町 長 寿 会 沿 革 抄
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昭 和 39年 度

役 員 年 中 行 事

会 長

副会長

会 計

書 記

幹 事

関 日金 次 郎

高 橋 重 太 郎

高 橋 静 雄

都 丸 健 男

関 日 沢 吉

関 口 最 助

関 口佐 平 次

引 ロ ツ ヤ

都 九 志 津

小 池 そ め

04月 中会員友愛訪問

①毎月1日、15日神社境内の清掃

○町及南橋地区体育祭参加‐

○秋の旅行

○会員菊花展示会

03月 旅行     で

○総 会      ・

昭 和 40年 度

役 員 年 中 行 事

会 長   関 口金 次 郎

副会長   高 橋 重 太 郎

会 計
｀

高 橋 静 雄

書 記   都 丸 健 男

幹 事  関 口 沢 吉

関 口 最 助

関 口佐 平 次

引 田 ツ ヤ

都 丸 志 津

小 池 そ め

①4月～寝たきり会員友愛訪間

○毎月1日、15日～神社境内の清掃

○町内及南橋地区体育祭参加

○秋の旅行

○会員の菊花展示会

03月 旅行

○総 会      (
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昭 和 41年 度

役 員 年 中 行 事

会 長

副会長

会 計

書 記

幹  事

関 日金 次 郎

高 橋 重 太 郎

都 丸 健 男

高 橋 静 雄

関 口 沢 吉

関 口 最 助

関 日佐 平 次

引 ロ ツ ヤ

都 丸 志 津

小 池 そ め

①4月～寝たきり会員友愛訪問

○毎月1日、15日～神社境内の清掃

○町内及南橘地区の体育祭参加

○秋季旅行の実施

○会員菊花展示会

①3月旅行

○総 会

昭 和 42年 度

役 員 年 中 行 事

会 長   関 日金 次 郎

富J会長   高 橋 重 太 郎

会 計  都 丸 健 男

書 記  高 橋 静 雄

幹 事  関 日 沢 吉

関 口 最 助

関 口佐 平 次

引 田 ツ ヤ

都 九 志 津

小 池 鷲 太 郎

04月 ～寝たきり会員の友愛訪間

○毎月1日、15日～神社境内の清掃

○町内及南橋地区の体育祭参加

○秋季旅行の実施

○会員の菊花晨示会開催

03月 旅行

○総 会
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昭 和  43 年  度

役 員 年 中 行 事

会 長

副会長

会 計

書 記

幹 事

関 日金 次 郎

高 橋 重 太 郎

都 丸 健 男

高 橋 静 雄

関 口 沢 吉

関 口 最 助

関 口佐 平 次

引 ロ ツ ヤ

都 丸 志 津

小 池 鷲 太 郎

04月 ～寝たきり会員の友愛訪間

○毎月 1日 、15日～神社境内の清掃

○町内及南橘地区の体育祭参加

○秋季旅行の実施

○会員力作の菊花展示会開催

03月 旅行の実施

○総 会

昭 和  44 年  度

役 員 年 中 行 事

会 長

副会長

会 計

書 記

幹 事

関 白金 次 郎

高 橋 重 太 郎

都 丸 健 男

高 橋 静 雄

関 口 沢 吉

関 由 最 助

引 回 ツ ヤ

都 丸 志 津

小 池 鷲 太 郎

04月 ～寝たきり会員の友愛訪問

○毎月1日、15日～神社境内の清掃

○町内及南橘地区の体育祭に参加

○秋季旅行の実施

①会員力作の菊花展示会開催

① 3月旅行の実施

○総 会

一- 75 -一



昭 和 45年 度

役 員 年 中 行 事

副会長

会 計

書 記

幹 事

占佑
~基
次郎

(第二 )

養 画真 太郎

小 池 源 郎

山 本  繁

町 田喜 三郎

宮 下 亀 吉

関 日 吉 造

宮 崎 す ぎ

真 下 才 三 郎

養 田 と み

小 池  明

山 田 で ん

04月 ～寝たきり会員の友愛訪間

○毎月1日、15日～神社境内の清掃

○町内及南橋地区の体育祭に参加

○秋季旅行の実施

○会員力作の菊花展示会開催

03月 旅行の実施

○総 会

昭 和 46年 度

役 員 年 中 行 事

副会長

会 計

書 記

幹 事

楽祐「主太郎
(第 二 )

関 口 豊 治

小 池 源 良F

山 本  繁

町 田喜 三 郎

官 下 亀 吉

宮 崎 す ぎ

小 池  明

真 下 才 三 郎

養 田 と み

関 日 吉 造

山 田 で ん

①4月 ～寝たきり会員の友愛訪間

○毎月1日、15日～神社境内の清掃

①町内及南橋地区の体育祭に参加

○秋季旅行の実施

○会員力作の菊花展示会の開催

03月 旅行の実施

○総 会
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昭 和 47年 度

役 員 年 中 行 事

副会長

会 計

書 記

幹 事

楽萄「箕太郎

関言
)吉

造

小 池 源 郎

山 本  繁

町 田書 三 郎

真 下 才 三 郎

官 下 亀 吉

養 田 と み

宮 崎 す ぎ

小 池  明

山 田 で ん

04月 ～寝たきり会員の友愛訪問

○毎月1日、15日～神社境内の清掃

○町内及南橋地区の体育祭に参加

○秋季旅行の実施

○会員力作の菊花展示会開催

03月 旅行の実施

○総 会

昭 和 48年 度

役 員 年 中 行 事

副会長

会 計

書 記

幹 事

墓祐強太郎

関宇言
)吉‐造‐

Jヽ池 1源 慎F‐

山 本 ‐繁

町 田喜 三郎t

官 下 亀 吉

宮 崎 す ぎ

小 池  明

真下 才 三 郎

養
‐田 と み

関 口 昔 造

山 田 で ん

04月 ～寝たきり会員の友愛訪問

○毎月1日、15‐日～神社境内の清掃

○町内及南橋地区の体育祭に参加

○会員力作の菊花展示の会開催

03月 旅行の実施

○総 会
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日召  和   49  年   度

役 員 年 中 行 事

副 会長

(第 一 )

養 田 真 太 郎

( 第 二 )

山 本  繁

関 日猪 三 郎

都 丸 健 男

高 橋 常 治

山 田 チ カ

登 坂 ふ く

関 ロ セ イ

関 日 ふ で

関 日 起 美

小 池 源 郎

高 橋 た け

△
〓
　
書
　
幹

計
　
記
　
事

04月 ～寝たきり会員の友愛訪問

○毎月1日、15日～神社境内の清掃

○町内及南橋地区の体育祭に参加

○秋季旅行の実施

○会員力作の菊花展示会開催

①3月旅行の実施

○総 会

昭 和 50年 度

役 員 年 中 行 事

副 会長

(第 一 )

養 田真 太 郎
(第 二 )

山 本  繁

!関 口猪二 郎

都 丸 庭 男

高 橋 常 治

山 田 チ カ

登 坂 ふ く

関 ロ セ イ

関 日 ふ で

関 口 起 美

小 池 源 郎

高 橋 た け

△
〓
　
書
　
幹

計
　
記
　
事

04月 ～寝たきり会員の友愛訪問

○毎月1日、15日～神社境内の清掃

○高砂大学南橋教室へ希望参加

○町内及南橋地区の体育祭に参加

○町内主催納涼大会に参加

○秋季旅行の実施

○会員力作の菊花康示会の開催

03月 旅行の実施

○総 会   ,
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